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令和７年度 事業実施概要（取組概要・重点項目） 
◆活動理念  「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をみんなでつくりだす」 

 

◆取組概要  

令和７年度は、第５期西区地域福祉保健計画(以下、にこまちプランという）の策定作業を

進め、区全体計画について５つの目標を区役所全課が横断的に関わるプロジェクトが立ち

上がり、区社協も全プロジェクトにおいて参画しました。更に地区別計画については、各地

区において地区懇談会などの住民が参加する話し合いの場を設定して、住民からの意見を

吸い上げながら地区別計画の策定につなげました。 

一方、地域を取り巻く環境は、単身高齢者・共働き世帯の増加や物価高などによる経済

的困窮世帯の増加などの課題が慢性的な状況であり、既存の制度や仕組みだけでは不十

分な状況です。本会では、地区社協支援を基軸に一人ひとりの困りごとを受止められる地

域づくりを進めると共に、経済的不安や困窮を抱えた世帯に対して、あんしんセンター事業

や生活福祉資金貸付事業により支援を行いました。また、人材不足への対応として、ボラン

ティアセンター及び移動情報センターにおいてボランティア講座による新たな担い手の発掘

などに取り組みました。これらが地域共生社会の創出へつながるよう働きかけました。 

 

◆重点項目の振り返り  

１．にこまちプラン（西区地域福祉保健計画）の策定・推進                        

  「第５期にこまちプラン」の策定のため、区全体計画５つの目標に関して、区役所各課で関

係する項目ごとにプロジェクトを立ち上げ策定を行いました。本会も全プロジェクトに関わり区

社協としての視点など提案しました。また、本会各種分科会での意見出しやボランティア団体

へのヒアリングを実施して、内容により計画へ反映しました。 

地区別計画について、各地区で地区懇談会等の場を設けて地域住民からの意見をいただ

きながら策定につなげるため、地区支援チームの一員として参画しました。 

２．小地域福祉活動の推進・支援                                       

  地区社協が地域のネットワーク組織として、一人ひとりの困りごとを解決できる地域づくりを

進められるよう、地区社協分科会等で地域における取組の共有など行い地区社協の活動を

サポートしました。また、地区社協活動を地域住民へ周知するため 11月の区民まつりで出展

ブースを設けて、各地区社協の活動紹介パネルを掲示して、内容について地区社協メンバ

ーが来場者に直接説明する機会を作りました。更に、地区社協の情報を発信するため本会

HP に地区社協ニュースページを設置して、地区社協の活動の紹介などを行いました。 

３．ボランティア活動の推進・支援（ボランティアセンター事業）                     

  ボランティアの裾野を広げるため、気軽に参加できるボランティア活動の提案や各種ボラン

ティア講座を開催し、幅広い地域住民のボランティア活動への参画を促すことで、地域の福

祉力の向上につなげました。今年度も引き続き、障害のある方もいっしょにボランティアに参

加できる機会を作り、障害理解啓発を推進しました。また、地域活動に長年協力いただいた

個人や団体の皆様、及び、地域福祉のために多額の寄付をいただいた方々の表彰を行い、

更なるボランティア活動へのつなぎとなるように働きかけました。 

４．地域における権利擁護事業の推進（あんしんセンター事業）                    

  権利擁護事業（以下、あんしんセンターという）の運営を通じて、金銭や大切な書類の管理
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に不安のある高齢者や障害者の財産および権利を守り、安心して日常生活が送れるよう支

援しました。また、関係機関等と連携を図り、各機関との情報共有や役割分担を行い利用者

の自立した生活を支援しました。更に令和７年 11 月から「ヨコハマあんしん登録事業」がスタ

ートし、電子登録に不慣れな方に対して情報登録のサポートを行う体制を整えました。 

５．適切な法人運営                                                

  西区社会福祉協議会が、地域からの信頼や期待に応えられるよう、職員一人ひとりの資

質とチーム力を高めるため、非常勤職員も参加する職員全体研修を２回開催しました。 また、

コンプライアンスハンドブックを携帯して、常に社協職員であるという自覚を職員一人ひとりが

意識の向上を図り、信頼ある適正な業務執行を行いました。更に、業務全般の財源振替の

見直しや効率的な執行管理により、安定した経営の構築を目指しました。更に経営基盤の強

化を図りました。 

６．災害への備え                                                   

  災害発生時の対応を示した災害対応マニュアルや業務継続計画を配備しています。また、

大規模災害の発生時に区社協が担う災害ボランティアセンター（以下、災ボラセンターという）

の設置・運営にあたり、市域で取組を進めている災害情報システムの活用と災ボラセンター

の運営・設置訓練を西区役所と行い、西区災害ボランティアネットワークも参加しました。 

 

◆事業項目         （にこまちプラン目標） 
Ⅰ 誰ひとり取り残さない地域全体で支えあえる地域づくり                        

＜重点＞１．にこまちプラン（西区地域福祉保健計画）の策定・推進     （目標１～５） 

＜重点＞２．小地域福祉活動の推進・支援                    （目標２～４） 

３．ボランティア・市民活動への財政支援                   （目標１～５） 

Ⅱ 支える・支えられるという関係を超えた地域人材の確保                        

＜重点＞１．ボランティア活動の推進・支援（ボランティアセンター事業）  （目標１～５） 

２．福祉啓発・福祉教育の推進                            （目標３～５） 

３．西区社会福祉功労者表彰                             （目標２・４） 

Ⅲ 個別課題を抱えた住民一人ひとりを受け止める                           

＜重点＞１．地域における権利擁護事業の推進（あんしんセンター事業） （目標３） 

２．生活困窮者等支援                       （目標３・４） 

３．移動に課題を抱えた方への支援（移動情報センター事業）  （目標３・４） 

４．課題別分科会の推進（横断的な話し合いの場）   （目標１～５） 

Ⅳ 地域から信頼される区社協運営                                     

＜重点＞１．適切な法人運営 

２．事業推進体制の充実 

３．拠点の管理・運営   

４．ボランティア等の地域福祉保健活動に関する相談および育成 

＜重点＞５．災害への備え（災害ボランティアセンター運営等）       （目標１～４） 

Ⅴ 積極的な発信・啓発と福祉団体との連携・協働                             

１．広報紙の発行・ホームページの活用  

２．福祉関係団体への運営協力・支援                （目標３・４） 
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令和７年度 事業報告 

 

Ⅰ 誰ひとり取り残さない地域全体で支えあえる地域づくり                        

１．にこまちプラン（西区地域福祉保健計画）の振り返り及び推進                        

令和７年度は、第４期にこまちプラン５か年計画の最終年目となり、各地区で地区懇談会

を開催し、アンケート結果や意見交換した内容を基に、第５期にこまちプラン地区計画を作

成しました。作成した各地区の第５期にこまちプランは、にこまちフォーラムを開催して披露

し、地域住民に対して啓発を行いました。 

また、区役所と共に区計画プロジェクトチームを編成し、本会分科会や地域で活動するボ

ランティアグループ等と意見交換した内容等を基に、第５期にこまちプラン区計画を作成し

ました。 

（１） 第４期にこまちプランの振り返りおよび第５期計画の策定 

第４期「にこまちプラン」は５年目を迎え、現計画の振返りの結果等を基に、区役所・地

域ケアプラザと協働しながら第５期にこまちプランを策定しました。 

ア 区社協組織を活用したにこまちプラン区計画の推進 

にこまちプラン区計画の推進に向け、区社協の持つネットワークを活かし、令和 6 年

度に引き続き、課題別分科会の枠を越えた全分科会参加型研修会を開催しました。多

様な主体により第４期にこまちプランの振り返りを行うとともに、第５期にこまちプランに

ついての意見交換を行いました。 

（ア） 会員全体研修会 

月日・場所 内容 参加人数 

６月４日（水） 

福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

【テーマ】 第 4 期にこまちプランの振り返りおよび、第５期にこ

まちプランへの理解を深める 

 

【内 容】 １．第５期にこまちプラン骨子について 

２．グループワーク「取り入れたい視点・アイデア」 

５５名 

（イ） 各分科会での計画推進 

本会では従来から多様な主体が集まる会員組織として、選択制の課題別分科会を実

施し、社会福祉施設や地域活動団体等、分野や立場を超えた様々な課題等の検討と

活動の実践を行ってきました。第４期にこまちプランに沿って分科会ごとにテーマ設定

を行い、取組を行いました。また、第５期計画策定にあたり本会会員の意見を汲み取る

ため合同分科会を開催しました。（ｐ２８参照） 

イ 地区別計画推進の支援 

地区毎に担当する職員を配置し、区役所・地域ケアプラザ・区社協が地区支援チー

ムとして協働し、地区の動向について情報を共有し地区支援に活かすとともに、「にこ

まちプラン地区別計画」の推進に向けて、地区の取組や事業をサポートしました。 

ウ にこまち助成金を通じたにこまちプランの推進 

    にこまちプラン(西区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、助成金

を配分しました。 
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エ 区・地区別計画の発信 

にこまちプランの推進に向けて、にこまちフォーラムや各種講座等を西区役所・地域

ケアプラザと共催で開催し、区・地区別計画の完成報告および地域での取組状況等を

発信しました。 

月日・場所 内容 参加人数 

２月２１日（土） 

西公会堂 

【ホール内】 

１．第５期にこまちプラン発表 

みなとみらい地区を含む西区全 7 地区より計画策定報告 

２．こどもたちの取組発表 

    宮谷小学校、戸部小学校 

講評：西尾 敦史 氏 （愛知東邦大学教授） 

 

【ホワイエ】 

取組発表・活動ＰＲ 全 15 団体 

４８０名 

（プログラ

ム配布数） 

 

(２） 地区支援チーム・計画 PJ チームへの参画 

５つの目標それぞれに担当する職員を配置し、目標ごとに設けたプロジェクトチーム

により区役所各課と意見交換を重ね、第５期にこまちプラン区計画を策定しました。 

 

２．小地域福祉活動の推進・支援 

(１） 生活支援体制整備事業の推進            

地域包括ケアシステムの構築に向け、区役所や地域ケアプラザとともに、「誰もが住み

慣れた地域で生きがいや役割を持ちながらいきいきと暮らし続けられるよう、地域、NPO、

社会福祉法人、民間企業等の多様な主体が連携・協力する地域づくり」を目指しました。 

ア 第２層生活支援コーディネーターとの連携および支援を通した地域づくり 

（ア）生活支援コーディネーター連絡会の開催 

多様な主体が連携・協力する地域づくりを推進するため、生活支援コーディネーター

連絡会を開催し、区域での連携した地域づくりに向けた取組の検討や情報交換、勉強

会を行いました。 

開催数： 全１２回／毎月１回  原則第２水曜日 

参加者： 第２層生活支援コーディネーター（地域ケアプラザ）、第１層生活支援コー

ディネーター（区社協）、区地域包括ケア推進担当係長、区社協体制整備事業担当

職員、区役所体制整備事業担当職員 

月日 内容 参加人数 

４月９日（水） 

・介護予防担当より「令和 7 年度介護予防事業計画について」 

・各地域ケアプラザおよび 1 層域の令和７年度取組計画共有 

・令和７年度横浜市生活支援体制整備事業重点取組事項について 

・サービスＢ情報共有会について 

・令和７年度の連絡会の取組について検討 

・市推進会議報告 他 

７名 
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５月１４日（水） 

・令和６年度連絡会取組の振り返り 

・令和７年度連絡会の取組について（調整スキルの向上／認知症 VR 体

験会を実施し、地域での実施につなぐ） 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

９名 

６月１１日（水） 

・サービスＢの見直しについて 

・連絡会の取組について 

・マンション学会一人暮らし高齢者支援システム研究委員会報告 

・情報共有（在宅療養の啓発ツール、区認知症啓発関連事業 他） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・看護職会議等関連会議報告 他 

８名 

７月９日（水） 

・連絡会の取組（認知症ＶＲ体験） 

・創造空間にし研修「地域交通」を受けて 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

８名 

８月１３日（水） 

・広報よこはま西区版「生活支援体制整備事業特集」について 

・みんなでおでかけ交通事業の取組について 

・インフォーマルサービスリストの活用について 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・看護職会議等関連会議報告 他 

９名 

９月１０日（水） 

・連絡会の取組（地域での認知症ＶＲ体験取組状況共有） 

・第１回１層域協議体について 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

９名 

１０月８日（水） 

・第１回１層域協議体振り返り 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

８名 

１１月１２日（水） 

・第２回１層域協議体について 

・連絡会の取組（地域での認知症ＶＲ体験取組状況共有） 

・マンション等集合住宅の取組等共有 

・ケアマネ研修におけるインフォーマルサービス紹介について 

・勉強会「タクシー会社と連携した移動支援」振り返り 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

９名 

１２月１０日（水） 

・生活支援体制整備事業の振り返り（市重点取組事項） 

・企業の地域貢献の取組について 

・第２回１層域協議体について 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

８名 

１月１４日（水） 

・第２回１層域協議体について 

・連絡会の取組（地域での認知症ＶＲ体験取組状況共有） 

・令和８年度介護予防計画（市・区）について 

・マンション等集合住宅の取組等共有 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

８名 
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（イ）第２層協議体等への出席・支援 

各地域ケアプラザでの課題解決に向けた検討会や新たな資源開発に向けた協議体

等に出席、支援しました。  ５協議体（事業） ／ 延べ２３回 開催  

イ 第１層協議体の開催 

マンション等の集合住宅における高齢者支援が区内共通の課題となっている一方で、

マンション管理者や居住者へのアプローチが難しい状況にあることから、集合住宅に

おける高齢者支援について、関係者が互いに学び合い、意見交換できるプラットフォ

ームを開催しました。 

月日・場所 内容 参加者 

９月２７日（火） 

福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

「住民間の見守りによる好事例紹介」 

「マンションに求めらること」 

「ワーク１ 支援が必要な人の共有」 

「ワーク２ 相談の仕組みづくり･連携に向けて」 

講師：田中 昌樹氏 

（マンションみらい価値研究所㈱大和ライフネク

スト）  

マンション管理会社、横浜

マンション管理組合ネットワ

ーク（マンション管理士）、民

生委員（マンション住民・元

管理組合役員）、区社協高

齢福祉分科会、地域ケアプ

ラザ、区役所、区社協 ／ 

計２９名 

２月１９日（木） 

福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

ミニ講座「地域ケアプラザについて」 

「集合住宅における高齢者の困りごと共有」 

「意見交換 つながりをつくる（福祉からマンション

へ、マンションから福祉へ）」 

 アドバイザー：田中 昌樹氏 

（マンションみらい価値研究所㈱大和ライフネク

スト） 

マンション管理会社、横浜

マンション管理組合ネットワ

ーク（マンション管理士）、西

区民生委員児童委員協議

会、区社協高齢福祉分科

会、地域ケアプラザ、区役

所、区社協 ／ 計２４名 

ウ 生活支援体制整備事業およびコーディネーター業務等の啓発  

（ア） 事業推進に向けた地域ケアプラザ・区役所との協働 

以下の会議の運営に携わりました。また、各地域ケアプラザの当該年度取組の振

り返りと、次年度計画･方針を確認して事業を推進するため、２層生活支援コーディネ

ーターおよび所長へのヒアリングを行いました。 

a  区版推進会議の開催                        ２回 

２月１８日（水） 

・第２回１層域協議体について 

・マンション等集合住宅の取組等共有 

・令和８年度の連絡会の取組について 

・各地域ケアプラザの令和８年度取組共有および令和７年度の振り返り

について 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

９名 

３月１１日（水） 

・第２回 1 層域協議体振り返り 

・令和８年度の連絡会の取組について 

・R７年度横浜市生活支援体制整備事業研修 事例共有 

・マンション等集合住宅の取組等共有 

・各地域ケアプラザ及び 1 層域の取組共有 

・市推進会議、看護職会議等関連会議報告 他 

９名 
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b  市版推進会議への出席                       ７回 

c  第１層コーディネーター連絡会・情報交換会への出席    ８回 

d  各地域ケアプラザへのヒアリング   ４地域ケアプラザ×各 1 回 

（イ） 介護予防・生活支援サービス補助事業（サービス B）の支援 

a  活動推進に向けて、運営団体と関係機関で情報共有会等を開催しました。 

事業名・月日・場所 内容 参加者 

ばぁばの家あさだ 

１月９日（金） 

ばぁばの家あさだ 

利用状況・課題の共有 

今後の推進に向けて 

たすけあいぐっぴい（ばぁばの家あさ

だ）、所在地区自治会、宮崎地域ケアプ

ラザ、藤棚地域ケアプラザ、区役所、区

社協 

訪問はっぴいさん 

９月 10 日（水） 

福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

利用状況・相談状況の共有 

担い手の確保、運営における課

題や懸念事項について 

はっぴいさん、宮崎地域ケアプラザ、藤

棚地域ケアプラザ、戸部本町地域ケア

プラザ、浅間台地域ケアプラザ、区役

所、区社協 

ボッチャ同好会 

９月 10 日（水） 

福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

利用状況の共有 

運営における課題や懸念事項に

ついて 

横浜中部ボッチャ同好会、宮崎地域ケ

アプラザ、藤棚地域ケアプラザ、戸部本

町地域ケアプラザ、浅間台地域ケアプ

ラザ、区役所、区社協 

 b  介護保険制度の理解促進と、団体間の情報交換を目的に、サービス・活動Ｂ団

体交流会を開催しました。 ※中区、南区、神奈川区社協共催 

ｃ サービスＢ新制度説明会およびサービス・活動Ｂ等に係るシステムの操作研修
に参加し、当該団体の交付申請にかかるシステム導入を支援しました。 

ｄ  区レベル地域ケア会議への参加 

マンション等の集合住宅における管理者および居住者へのアプローチについて、

１層協議体において出された「行政からの文書があるとよい」との提案について、

西区から提出された提案資料をもとに協議を行いました。 

月日・場所 内容 参加者 

 月日・場所 内容 参加人数 

３月１３日（金） 

中区役所別館 

「介護保険制度の基本のキ」「団体紹介」「意見交換会」 

講師：横浜市中区高齢障害支援課、中区１層コーディネータ

ー 

ファシリ：各区 1 層コーディネーター 

２２名 

 月日・場所 内容 

６月２日（月） 

オンライン 
「サービス B 新制度説明会」 

講師：横浜市 

１１月７日（金） 

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 

横浜みなとみらい事業所 

「実践型システムの操作研修」 

講師：横浜市、富士フィルム 
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３月１１日（水） 

西区役所 

「西区の高齢者概況とこれまでの取組」 

「集合住宅における高齢者を取り巻く課題及び安

心して住み続けるために」 

「意見交換」 

講師：田中 昌樹氏 

（マンションみらい価値研究所㈱大和ライフネ

クスト）  

西区民生委員児童委員協

議会、区社協高齢福祉分

科会、ケアマネ連絡会、横

浜マンション管理組合ネット

ワーク（マンション管理士）、

マンション管理会社、地域

ケアプラザ、区役所、区社

協 ／ 計３２名 

e  地域アセスメントの取組 

高齢者が参加可能な地域のサロンや趣味活動などの集いの場といった社会参

加の場や、介護予防・健康づくりに取り組める場、移動販売やちょこっとボランティ

アといった生活支援サービスなど、区内の地域活動・地域資源を把握し、地域資源

管理サービスソフト「Ayamu」等を活用して地域ケアプラザおよび区役所と共有しま

した。 

f  生活支援体制整備事業の啓発 

ホームページ等での広報の他、区社協が行う他業務担当との連携により、交流

や居場所、生活支援、見守り等を通した社会参加や介護予防の啓発に取り組み

ました。 

 

(２） 身近な地域のつながり・ささえあい活動推進事業の推進 

全職員がコミュニティソーシャルワークの視点で個別課題の発見と地域支援体制づくり

を目指して業務に取り組みました。また、地域ケア会議への参加や勉強会の開催等を通じ、

地域ケアプラザや区と共に課題共有や解決に向けて取り組みました。 

ア 地区担当制による情報更新 

地区担当制を敷き、担当地区に横断的・包括的に関わるとともに、地域支援計画・

地域支援記録・地域アセスメントシートを更新し職員間や関係機関と共有しました。 

イ 地域の見守り・支えあいのしくみづくりの充実 

（ア） 一人ひとりの困りごとへの対応 

区社協が行う個別支援事業（あんしんセンター、生活福祉資金貸付、ボランティアセ

ンター、移動情報センター）では他業務担当や地区担当との連携により、困難を抱えた

方の課題解決に向け取り組みました。また、地域包括支援センター定例カンファレンス

や地域ケア会議等に参加し、個別 課題の把握を行いました。 

a 地域ケア会議への参加 

b 地域ケアプラザとの情報交換の実施 

          地域ケアプラザとの連携強化を目的に、区内４地域ケアプラザの包括カンファレ

ンスや６職種会議などに参加し、地域情報等の共有や情報交換等を行いました。

（各地域ケアプラザ月１回程度） 
       c 身近事業勉強会 「個別支援と地域支援の融合～個と地域の一体的支援～」の実

施 

地域で育まれている住民相互の支えあい活動を個々の課題の解決につなげる 

ために、専門職としてどのような視点や働きかけが必要かを共に考えていくことを

目的に勉強会を開催しました。（年３回） 

(イ) 制度の狭間にある課題への対応 
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情報弱者および高齢者等の社会的孤立を防ぐため、令和４年度に立ち上げ支援を

行ったスマホサポーターWEST および地区社会福祉協議会（以下、地区社協という）、 

地域活動団体の協力により、身近な地域で「シニアのためのスマホ相談会」を開催しま

した。 

開催内容 会場等 実施回数 

定期開催 

（５会場） 

紅梅気楽カフェ、にしとも広場、藤棚らいぶステーション、 

にこにこはうす、区福祉保健活動拠点「フクシア」  

（各会場原則月１回 ） 

全６０回 

不定期開催 

岡野二丁目町内会（４回） 

東久保町内会館（２回） 

るるる食堂（１回） 

みらい工房西リハビリ教室（１回） 

全８回 

対象者限定開催 西戸部町３丁目シニアクラブ（月１回） 全１２回 

 

（３） 地区社協活動の推進支援 

  地域福祉活動の中核を担う地区社協が地域の様々な活動団体の協議体としての役割

を発揮し、地域課題の解決に向けた活動が展開できるよう、地区社協の組織運営や活動

の支援、研修、事業費助成を行いました。 

   ア 地区社協の運営・活動支援       

（ア） 地区社協研修の実施       

a 地区社協研修会 [区社協主催研修] 

地区社協の体制強化や活動の充実に向けて、研修会を開催しました。 

月日・場所 内容 参加人数 

４月２４日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

【勉強会】 「地区社協の協力者を増やすためには」 

地区社協分科会の中で、令和６年度の「地区社協全

体会」の事例を視聴し、地区社協が自ら地域に向けて発

信し、理解者･応援者を増やす工夫について意見交換を

しました。 

１４名 

７月２４日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

【勉強会】 「地域活動の仲間をふやすために」 

地区社協分科会の中で、「次世代の担い手をどのように

探していくか、どんな取り組みをしているか」について意

見交換をしました。 

１４名 

９月２５日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

【研修会】 「制度で解決できないニーズへの対応」 

地区社協分科会の中で、「身近な地域の見守り支え合

い活動の事例をもとに、地域の中で「著とした困りごとを

キャッチする場面や話し合う場面」について意見交換を

しました。 

１３名 

１１月２７日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

【勉強会】 「若い世代と地区社協が関わる取組」 

地区社協分科会の中で、市域１８区の活動報告より抽

出した「『若い世代／働き世代』に関わる工夫」を確認

し、意見交換をしました。 

１１名 

b 第１０回よこはま地域福祉フォーラム [市社協との共催研修] 
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横浜市社会福祉協議会及び 18 区社会福祉協議会で共催 

月日・場所 内容 開催方法 

１２月４日（木） 

関内ホール 

【第１部】 基調講演： 「ごちゃまぜから見える未来」 

このまちで ゆるやかに まじわり ともに暮らす 

      講師： 加藤 忠助 氏  （（株）あおいけあ 代表取締役） 

 

【第２部】 実践報告： 

旭区：    「障害がある人もない人も、誰もが地域の一員に」 

神奈川区： 「安心して買い物できる！～移動支援の中で ICT を活用した

見守り～ 

集合研修 

 ５名参加 

 

オンライン 

配信 

（R8.2.2～ 

3.26） 

（イ） 地区社協活動費の交付・助成  

地区社協活動の充実に向け、安定した財源を確保するために助成金を交付しまし

た。 

<地区社協助成金> 

項目 内容 財源 

【活動運営費】 

 
   ３００ 千円  

   ２１０ 千円 

   ２７８ 千円 

６地区 

６地区 

６地区 

市社協補助金 

共同募金配分金 

賛助会費還元金 

【活動事業費】 

 地区社協事業 

 親子ふれあい会事業 

 地区社協研修費 

 高齢者見守り活動交流会 

 

１,５６０ 千円 

９０ 千円 

５０ 千円 

２４ 千円 

 

６地区 

２地区 

1 地区 

1 地区 

 

福祉基金 

福祉基金 

福祉基金 

福祉基金 

【小地域活動応援金】 ９００ 千円 ６地区 福祉基金 

【年末たすけあい募金配分】 ６００ 千円 ６地区 年末たすけあい募金助成配分 

（ウ） 地区支援記録等の活用・関係機関と連携した地域支援 

    地区社協支援に向け、地区ごとの社会資源や情報を集約したデータを更新し、区・

地域ケアプラザと共有･活用しました。 

イ 地区社協分科会の開催  

地区社協の体制強化や活動の充実に向け、地区社協会長・地区社協事務局長等を

対象とした分科会を開催し、地区社協間の情報交換や課題検討等を行いました。 

（p２８ 【Ⅳ‐２‐（１）‐ウ‐（イ）】参照） 

           

（４） 地域共生社会の創出に向けて 

ア 個別課題の把握と解決支援 

（ア）地域ケア会議への参加 

各地域ケアプラザで開催された地域ケア会議に参加し、個別課題の把握から地域 

課題の解決に向けた取組につながるよう、具体的な対応等について検討しました。 

主催 月日 内容 

藤棚地域ケアプラザ ２月２６日（木） 
包括レベル地域ケア会議 

「地域の居場所マップを活かしたつながりづくり」 
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（イ）「西区みんなの相談窓口」事業 

西区内の相談機関で実施している「西区みんなの相談窓口」事業に事務局として

参画し、区内支援機関との課題共有をはかりました。 

   イ 地域活動交流コーディネーター支援事業 

（ア） 地域活動交流コーディネーター連絡会の開催 

地域ケアプラザと連携した地域支援を進めていくために、地域活動交流コーディネ

ーター連絡会を開催し、地域情報等の共有や情報交換・研修などを行いました。 

宮崎地域ケアプラザ ８月２２日（木） 

包括レベル地域ケア会議 

「物忘れや認知症のある人も、地域で役割や生き

がいを持って活動に参加できるのか」 

戸部本町地域ケアプラザ 

７月２８日(月) 
包括レベル地域ケア会議 

「地域で暮らす認知症高齢者の支援について」 

１月３０日（金） 
包括レベル地域ケア会議 

「地域で暮らす認知症高齢者の支援について」 

区役所 ３月１１日（水） 
区レベル地域ケア会議 

 ｐ７  【Ⅰ‐２‐（１）‐ウ‐（イ）‐ｄ】参照 

 月日・場所 内容 参加人数 

４月２５日（金） 

藤棚地域ケアプラザ 

・今年度事業について 

・自主事業／地域情報について 

・夏休みボランティア講座について 

８名 

５月２３日（金） 

宮崎地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・合同事業：夏のボランティア講座について 

・サブコ研修について 

１０名 

６月２７日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・合同事業：夏のボランティア講座について 

・サブコーディネーター研修について 

８名 

７月１６日（水） 

宮崎地域ケアプラザ 

西区子育て支援拠点「スマイル・ポート」共催事業 

①「ダブルケア講座」 
６名 

７月２５日（金） 

浅間台地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・合同事業：夏のボランティア講座について 

・サブコーディネーター研修について 

９名 

８月２２日（金） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

・自主事業について 

・地域情報について 

・サブコーディネーター研修ふりかえり 

・夏休みボランティア講座ふりかえり 

・スマイル・ポート共催事業② 打合せ 

９名 

９月２０日（土） 

戸部本町地域ケアプラザ 

西区子育て支援拠点「スマイル・ポート」共催事業 

②おしゃべりの会・ゆるっとトーク 「就学の話」 
５名 
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（イ） 地域ケアプラザ コーディネーター研修（再掲） 
地域活動交流部門職員のスキルアップを目的に開催しました。  

（ウ）地域ケアプラザ サブコーディネーター研修 

 

９月２６日（金） 
藤棚地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・コーディネーター研修について 

・スマイル・ポート共催事業② ふりかえり 

１１名 

１０月２４日（金） 

宮崎地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・市研究部会 各企画について 

・コーディネーター研修について 

８名 

１１月２１日（金） 

青葉区福祉保健活動拠点 

【コーディネーター研修】 

「生活支援の現場から知る～大人の発達障害」 
４名 

１１月２８日（金） 

戸部本町地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・「みんなのｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ in 西区」への協力について 

・ヘイトスピーチ等への対応について 

・スマイル・ポート共催事業③ 打合せ 

１０名 

１２月２６日（金） 

浅間台地域ケアプラザ 

・自主事業について 

・地域情報について 

・「みんなのｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ in 西区」ふりかえり 

・にこまちフォーラムについて 

９名 

１月２３日（金） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

・自主事業について 

・地域情報について 

・にこまちフォーラムについて 

・スマイル・ポートとの事業連携について 他 

８名 

１月３１日（土） 

にこにこはうす 

西区子育て支援拠点「スマイル・ポート」共催事業 

③ 

「パパ作って！」 講座 ～離乳食編～ 

５名 

２月２７日（金） 

藤棚地域ケアプラザ 

・次年度合同事業について 

・自主事業について 

・地域情報について 

１１名 

３月２７日（金） 

宮崎地域ケアプラザ 

・次年度合同事業について 

・自主事業について 

・地域の情報について 

１２名 

 月日・場所 内容 参加人数 

１１月２１日（金） 

青葉区福祉保健活動拠点 

ウィリング横浜主催研修 に参加 

「生活支援の現場から知る～大人の発達障害」  
４名 

月日・場所 内容 参加人数 

７月３１日（木） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

  コミュニケーション・伝達研修 

・情報伝達ゲーム 

・地図作成ゲーム      意見交換 

２４名 
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  ウ 地域支援に向けた関係機関との連携 

（ア）区看護職会への参加  

地域ケアプラザ、区役所看護職と連携して介護予防・健康づくり、社会参加等の取組
を進めていくことを目的に、西区看護職連絡会に参加し、地域情報等の共有や情報交
換などを行いました。（月１回）  

（イ）区認知症キャラバンメイト連絡会・SOS ネットワーク連絡会への参加 

区内の認知症キャラバンメイトと連携して認知症の普及啓発と認知症の人と家族を

支える取組を推進していくことを目的に、西区認知症キャラバンメイト連絡会等に参加し、

情報共有、意見交換などを行いました。 （年２回） 

（ウ）地域ケアプラザ所長会への参加 

区役所、区社協、地域ケアプラザとの情報交換を目的とした西区地域ケアプラザ所長
会に参加しました。（年１２回） 

 

３．ボランティア・市民活動への財政支援 

（１） 西区社協ふれあい助成金 

より豊かな市民社会の実現のために、市民の自発性のもと、西区内もしくは横浜市内

で行われる非営利な地域福祉推進事業や障害福祉推進事業の支援を目的として助成金

を配分しました。配分については、助成金等審査委員会にて審議し決定しています。 
 

  助成区分 件数 金額 

要援護者支援区分 （集いの場活動） １８件   １,８４８,０００円 

要援護者支援区分 （家事・生活支援活動） ３件     ８１０,０００円 

要援護者支援区分 （配食活動） １件     ８０,０００円 

障害児者支援区分 （当事者活動） ２件 ２２０,０００円 

障害児者支援区分 （宿泊・日帰りハイク活動） １件 ５０,０００円 

障害児者支援区分 （視覚聴覚障害者支援活動） １件 ５０,０００円 

福祉のまちづくり区分 １１件 ４４０,０００円 

合  計 ３７件 ３,４９８,０００円 

（詳細は 別表１を参照） 

（２） 年末たすけあい募金 

  地域の皆さまの協力により集まった「年末たすけあい募金」を、西区内における年末時
期の様々な福祉活動に活かし、福祉のまちづくりを推進するため、助成金を配分しました。 
配分については、助成金等審査委員会にて審議し決定しています。 

助成区分 件数 金額 

年末たすけあい募金助成金 １４件  ８５４,２５２円 

（詳細は 別表２を参照） 

  （３） にこまち助成金 

横浜市に寄付された約１億円を財源とし平成２２年に設置された「にこまち基金」事業と

して、にこまちプラン(西区地域福祉保健計画)」を推進していく活動を支援するため、助成

金を配分しました。配分は、にこまち助成金審査委員会にて審議し決定しています。 
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申請区分 団体数（事業数） 助成金額 

Ａ区分  

（まちづくり） 
１０団体（１０事業） 

<申請金額５万円以下>    １団体   ５０,０００円 

<申請金額５万円を超える> ９団体 １,９８０,０００円 

Ｂ区分 

 （サービスづくり） 
７団体（８事業） 

<申請金額５万円以下>    １団体   ５０,０００円 

<申請金額５万円を超える> ８団体 ２,７００,０００円 

Ｃ区分 

 （担い手づくり） 
１団体（１事業） 

<申請金額５万円以下>      －        － 

<申請金額５万円を超える> １団体   ２８０,０００円 

合 計 １８団体（２０事業） ５,０６０,０００円 

（詳細は 別表３を参照） 

（４） 民間助成金情報の提供 

民間助成金情報について、随時情報提供するとともに、申請の手続き等について助言

や後方支援を行いました。        

      

Ⅱ 支える・支えられるという関係を超えた地域人材の確保                       

１．ボランティア活動の推進・支援 （ボランティアセンター事業）  

  （１） ボランティア活動に関する相談・登録・調整・情報提供 

ボランティアを必要としている方とボランティア活動をしたい方からの相談を受け付け、
相互の調整を図りました。活動後に双方へ聞き取りを行い、継続的な依頼・活動につなげ
ました。 

ア ボランティア登録者の拡充  

ボランティア活動を希望する個人及びグループに登録を依頼し、ボランティア講座の
情報提供やニーズ紹介を行いました。 

(ア)ボランティア登録数 
 個人登録人数 団体登録者数 

男性 女性 
 

その他 計 
 

グループ数 

R７ 新規登録者 ２１ ２９ ０ ５０ １０ 

参考） R６新規登録者 １９ ２３ １ ４３ ７ 

累 計 

（R８年３月末現在） 
９７ １３８ ３ ２３８ ９６ 

(イ) 単発・継続依頼 

 
依頼 
件数 

紹介 
件数 

調整中 
調整 
つかず 

取り 

下げ 
情報 
提供 

紹介 
人数 

調整数 

児童 １３ ７ ０ ５ １ ０ １５ １２６ 

障害 １８ １０ １ ４ １ ２ ２４ ２５６ 

高齢 １８３ １５４ ２ １２ １２ ３ ３７０ ９２０ 

外国人 ２ １ ０ １ ０ ０ １ ２１ 

その他 ３７ ２２ １ １２ ２ ０ １２６ ４２３ 

R７合計 ２５３ １９４ ４ ３４ １６ ５ ５３６ １,７４６ 

参考 ） R ６合計 ２２９ １７２ ２５ １５ １３ ４ ４４０ １,７０６ 

比較増減 ２４ ２２ △２１ １９ ３ １ ９６ ４０ 
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イ 活動紹介に対する課題の把握   

    ボランティア依頼者へ、ボランティアセンターが紹介した活動者の継続状況および現

在の受入れ状況等の聞き取りを行い、ニーズの把握を行いました。 

ウ ボランティアセンター情報発信の充実強化 

  ボランティア活動に関する情報をまとめ、広く区民に提供（発信）しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ボランティア・市民活動への育成・支援     

ア ボランティア活動者の育成       

（ア） ボランティア講座の開催 

       ボランティア活動・地域活動への参加を促すことを目的に企画・実施しました。 

（イ）ボランティア活動の促進       

清掃活動ボランティアなど、誰でも気軽に参加しやすい活動の機会を提供しました。 

 

区社協広報紙  

「もくせい」 

区民に福祉への理解や関心を深めるため、区社協事業や地域福祉活動・ボランテ

ィア活動を紹介しました。 

年２回発行： 

８月 ５９，６００部（タウンニュース紙面上に掲載） 

３月 １６，６００部（チラッシュ・新聞折り込み） 

西区 

ボランティアセ

ンターニュース 
「花スイセン」 

ボランティア募集情報やボランティア講座等のお知らせ・報告を掲載しました。 

年４回発行： ８００部。 登録ボランティア及び関係機関に送付。 

ホームページ 
ホームページ内に、ボランティア募集情報、講座・イベント情報の専用ページを設

け、ボランティア募集や助成金案内など最新情報を随時掲載しました。 

 月日 ・ 場所 内 容 
参加 

人数 

１１月～１２月 

西区内 

神奈川大学 学生向けボランティア活動紹介 

【活動紹介先】 子ども食堂、高齢者向けスマホ相談会等 
３３名 

１月２９日（木） 

西区福祉保健活動

拠点 
「フクシア」 

障害理解講座～発達障害について～ 

 ・ガイドボランティア、ボランティア登録について 

 ・当事者講師による講話 

 ・基幹相談支援センターより障害のある方の進路について 

３０名 

 月日 ・ 場所 内 容 
参加 

人数 

７月２３日（水） 

１２月２３日（火） 

西区福祉保健活動

拠点 
「フクシア」 

ゆるぼら「フードドライブ配分作業」 

フードドライブで集まった食品の配分作業 

延べ 

２６名 

１１月１７日（月） 

１２月１２日（金） 

ゆるぼら 「清掃活動」 

福祉保健活動拠点フクシア周辺の清掃活動 

延べ 

１６名 

５月２８日（水） 

８月２６日（火） 

１２月３日（水） 

２月１３日（金） 

ゆるぼら「情報誌発送作業」 

ボランティアセンター情報紙「花スイセン」発送作業 

延べ 

２１名 
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（ウ）次世代の担い手育成       

小・中・高校生など青少年のボランティア活動を促進するためのイベントを実施しま

した。  

イ ボランティア活動者の支援 

（ア） 『ボランティアの学び舎シリーズ』の開講      

ボランティア活動中の方を対象とし､活動の幅を広げ、スキルアップに役立つ  

内容の講座を開催しました。  

（イ）ボランティアグループ活動の支援   

         ボランティア団体の定例会に参加し、団体の活動状況や団体が抱える課題を把

握し支援を行いました。また、ボランティア団体が開催する講座において、会場確

保、講座周知、申込受付などの面で支援を行いました。 

（ウ）ボランティア活動保険等の受付 

安心してボランティア活動が行えるよう、ボランティア関係の保険について案内と
受付を行いました。 

保険名 ボランティア活動保険 ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償 

Ｒ７年度（件数） 
１１４件 

（うち天災プラン２３件） 
１８９件 ７件 

Ｒ６年度（件数） 
９２件 

（うち天災プラン２３件） 
２２１件 ７件 

比較増△減 ２２件 △３２件 ０件 

ウ ボランティア活動団体及び他機関実施事業への協力      

（ア） ボランティア関係講座への開催協力、講師派遣    

  a 「手話入門講座」の開催協力（主催 横浜市西区聴覚障害者協会） 

  b 神奈川大学「ボランティア論」授業協力（講師、活動場所の調整等） 

      （イ） 身近な地域のボランティア育成       

地域における身近なボランティア活動者を増やすために、当会移動情報センタ―、

や区内地域ケアプラザ、老人福祉センターと連携してボランティアニーズの共有や活

動希望者のコーディネートをしました。 

エ フードドライブ活動（食料支援）の推進      

     各家庭にある使い切れない未使用食品について、食品を必要としている団体にお渡

しする「フードドライブ」活動を実施して運営支援を行いました。 

 月日 ・ 場所 内 容 
参加 

人数 

７月２９日～８月２０日 
戸部本町地域ケアプラザ 他 

小学生～大学生向け 夏休みボランティア体験講座 

オリエンテーション 

・ボランティア活動に参加する際の心構え、諸注意 

・ボッチャ体験 

ボランティア体験（６ヶ所） 

９名 

 月日 ・ 場所 内 容 
参加 

人数 

３月３日（火） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

ボランティアの学び舎シリーズ 『ボランティア交流会』 

 ・ユニバーサルデザイン西区今昔かるた大会 

 ・ボランティア同士の交流会 

１７名 
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寄付受付期間 寄付件数 
 

配分団体数 主な配分先 

第１回 ７月１日～７月１５日 １８件（６６７点） ３３団体 高齢者食事会、こども食堂、

多世代交流サロン、認知症カ

フェ、青少年支援施設、生活

困窮世帯支援団体等                 
第２回 １２月１日～１２月１５日 １６件（７８５点） ３４団体 

合計 ３４件（１４５２点）  

    オ ボランティアセンター機能の強化   

各種研修や勉強会に職員が参加するほか、毎月１回職員間でのミーティングを行い、

ボランティア活動やニーズ収集・対応、ボランティア団体との関係構築等における職員

のスキルアップにつなげました。 

カ ボランティア・市民活動分科会の開催    

区社協会員のボランティアグループ・市民活動団体同士の情報交換と、区社協から 

の情報提供等を行うために、年３回開催しました。 （p２９【Ⅳ‐２‐（１）‐ウ‐〈課題別分

科会〉（ア）】参照）   

キ ホームページの活用及び広報紙「花スイセン」の発行      

  ボランティア登録者・団体及び区社協会員の他、広く活動情報等を提供しました。  

ケ 善意銀行の運営                    

区内の団体や個人の方からの寄付金品を受け付け、寄付者の意向に基づき地域の

福祉活動等のために活用しました。 

（ア） 寄託 

内 容 件数 合計 

金銭寄付 ９件 ９８,３０４円 

物品寄付 １件 布製手提げ 

(イ) 配分 

内 容 件数 合計 

金銭配分 ２件 
１５,０００円（ふくしの学び応援金） 

                 ｐ18 【Ⅱ‐２‐（１）】参照 

物品配分 １件 区民利用施設 

（詳細は 別表４を参照）  

     

２．福祉啓発・福祉教育の推進      

（１） 福祉教育活動の相談調整 

学校等からの相談に対応し、講師として協力したほか、講師紹介等を行いました。 

 

月日 依頼者 内 容 参加人数 

１１月２５日（火） 市立浅間台小学校 ３・４年生 心のユニバーサルデザイン １２０名 

１２月１日（月） 

１２月２日（火） 

市立みなとみらい本町小学校 

３・４年生 
ボッチャ体験 １２３名 



18 
 

（２） ふくしの学び応援金による福祉学習の促進 

上記（１）について、ふくしの学びに関係する「講師謝金」等の助成を行いました。（ｐ１７ Ⅱ

‐１‐（２）‐ケ‐（イ）参照） 

 

（３） 福祉教育機材の貸出し 

学校・職場で福祉体験を行う際に車椅子等の機材を貸し出しました。また、怪我や疾病の

ため一時的に車いすが必要になった方へ車いすの貸し出しを行いました。  

（件数） 

機材名 車椅子 
高齢者疑
似体験セ

ット 

妊婦体験 

セット 

アイマス

ク 
白杖 点字器 

ユニバー
サルデザ
イングッズ 

Ｒ７年度 ６５ ８ １ １ ０ ０ １ 

参考） Ｒ６年度 ５２ ３ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

（４） 障害理解啓発                       

障害理解講座「発達障害について」を当会移動情報センターとの共催で実施しました（p

２３ 【Ⅲ-３-（２）-ウ】参照）。また、ボランティア活動を通じた障害のある方と交流の機会

創出を基幹相談支援センター「ねくさす」や NPO 法人横浜フェローと共に取り組みました。 

 

（５） 社会福祉法人や企業等の地域貢献活動の支援 

地域貢献活動を希望する企業からの相談に対し、地域のニーズを伝え、企業の要望や

強みを活かした活動に繋げられるよう支援しました。 

 

（６） 社会福祉士相談援助実習生の受入 

福祉分野で活躍する人材育成を目的に、社会福祉士資格取得を目指す実習生を受入

れました。 

実習期間： ９月１日～１０月２５日 

実習時間： １８０時間超 （市社協での実習７.5時間含む） 

実 習 生： 相模女子大学、武蔵野大学  計２名 

 

３．西区社会福祉功労者表彰            

区内で地域福祉活動やボランティア活動、当会会員の福祉施設や事業所等で勤務する職員
（常勤及び非常勤職員）で功労のあった方に対し、表彰式典を開催し表彰状・記念品の贈呈を
行い、日頃の活動への労苦に対する感謝の気持ちをお伝えしました。 

月日・場所 内容 人数 

２月７日（土） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

受賞者） ・地域福祉活動功労者  個人：   ３６名        

団体：  ３団体 

      ・金品寄付             個人：    １名   

・永年勤続者          常勤：   １１名   

非常勤： １６名 

６７名 

 

Ⅲ 個別課題を抱えた住民一人ひとりを受け止める                         

１．地域における権利擁護事業の推進（あんしんセンター事業） 

判断能力や身体能力が不十分な高齢者や障害者が安心して日常生活を送ることができよ
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うに支援するため、権利擁護に関する相談に対して、関係機関と連携を取りながら対応しま

した。また、福祉サービス利用援助、定期訪問・金銭管理サービス、財産関係書類等預かり

サービスを契約に基づき実施しました。 

（１） 地域福祉権利擁護事業（あんしんセンター事業）  

ア 権利擁護に関する相談   

(ア) 相談件数 

   
高齢者 障害者 その他 

不明 
合計 

 認知症 その他  身体 知的 精神 

R７年度 ２０ １ １９ ７ １ ４ ２ ０ ２７ 

参考） R６年度 ２８ ７ ２１ １０ ２ ２ ６ ０ ３８ 

(イ) 相談内容（複数内容あり） 

内容 

金
銭
管
理
・財
産 

関
係
等
預
か
り 

今
後
の
生
活
設
計 

金
銭
・消
費
契
約 

相
続
・遺
言 

家
族
親
類
と
の 

関
係 

財
産
侵
害 

日
常
生
活
上
の 

問
題 

隣
人
知
人
と
の 

関
係 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

利
用 

就
業
関
係 

成
年
後
見
制
度 

そ
の
他 

合 
 

計 

R７年度 ２６ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２８ 

参考） R6 年度 ３５ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３８ 

イ 契約によるサービス（定期訪問・金銭管理サービス・財産関係書類等預かりサービス） 

   （ア） 契約件数 

項 目 
契約件数 

新規契約件数 
（他区からの移管含
む） 

終了件数 
（他区への移管含む） 

R７年度 Ｒ６年度 R７年度 Ｒ６年度 R７年度 Ｒ６年度 

定期訪問・金銭管理サービス ４１ ３９ １４ １６ １２ １０ 

高齢者 ２８ ２９ １０ １３ １１ １０ 

障害者 １３ １０ ４ ３ １ ０ 

財産関係書類等預かりサービス １ １ １ ０ １ ０ 

高齢者 ０ １ ０ ０ １ ０ 

障害者 １ ０ １ ０ ０ ０ 
       

※終了理由 【R７年度】 死亡６、成年後見５、本人申出１    
【R６年度】 成年後見４、死亡４、他区へ移管１、本人申出１       

（イ） 相談等延べ件数                             

 R７年度 参考） R６年度 

契約前対応 

 

電話 １０２ １２８ 

来所 ０ ０ 

訪問 １１ １５ 

手続き援助等 ５ ０ 

合計 １１８ １４３ 

契約者対応 

 

電話 １,８０６ １,３１３ 

来所 １２ ２５ 

訪問 ７４５ ６０３ 

手続き援助等 ３１６ ２１０ 
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合計 ２,８７９ ２,１５１ 

終了後対応 

電話 ２４ ３５ 

来所 １ ２ 

訪問 １ ３ 

手続き援助等 ７ １ 

合計 ３３ ４１ 

ウ 啓発活動  

区社会福祉協議会、区内４地域ケアプラザ（地域包括支援センター）社会福祉士会が

連携し、権利擁護に関する研修を開催しました。 
月日・場所 内 容 参加人数 

８月９日(土) 
横浜市社会福祉センター 

４階ホール 

エンディングノートの活用について 

講師：司法書士 堀江直樹氏 
１２３名 

３月２５日(水) 

西区役所３階 

おひとり様もおひとり様でない人も！知っておき

たい終活講座 

講師：司法書士 堀江直樹氏 

５８名 

エ 西区役所及び地域包括支援センター、基幹相談支援センターとの連携  

（ア） 西区社会福祉士会への参加    
権利擁護事業に関して情報交換を行うため、月１回の会議に出席しました。  

（イ） 成年後見サポートネット全体会、専門職会議への協力 

西区役所が開催した成年後見サポートネット全体会に年３回、専門職会議に年４回

参加し、事前打ち合わせ、当日運営に協力しました。 

（ウ） 相談支援機関の研修への参加 

      支援者向けに、あんしんセンター利用手続きや連携方法について説明しました。 

（エ） ケース検討会等の実施・参加 

契約者への支援方法の確認や情報共有のため、ケース検討会を行いました。（随時） 

オ 市民後見人候補者への支援 

（ア） 市民後見人候補者の支援 

成年後見制度の利用を必要とする高齢者や障害者の権利を擁護し、地域での生活

を身近な市民が支える仕組みづくりを目指して、養成講座を受講した市民後見人候補

者に対してフォローアップを行いました。 

（イ） 市民後見サポートネット 

西区役所や区内地域ケアプラザ社会福祉士、市民後見人バンク登録者とともにケ

ース検討を行い、市民後見制度について見識を深めました。 
 

月日・場所 内容 市民後見人バンク登録者参加人数 

７月１７日（木） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

ケース検討 １５名 

 

（３） 障害者後見的支援制度の推進       

西区で障害者後見的支援事業を受託している「さぽーと・ねくさす」が開催した研修「障

害者の暮らしを守る 市民後見人やあんしんセンターの活用」に協力し、支援者へ向けて

あんしんセンターの周知をしました（令和８年３月１７日）。 
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２．生活困窮者等支援                  

（１） 生活福祉資金貸付事業 

低所得者、障害者や日常生活上療養または介護を必要とする高齢者のいる世帯等

に対して、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的として資金の貸付と必

要な援助を実施しました。また、失業等、日常生活に困難を抱えている世帯に対し、生

活の再建のために継続的な相談支援と一時的な資金貸付を委託事業として実施しまし

た。 

ア 相談件数 

 

  イ 貸付件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 関係機関と連携した支援  

  ア 日常業務の連携 
区生活困窮者自立支援事業担当との情報交換など、お互いの業務を知りながら業務

連携につとめました。 

相談項目 制度内容相談 貸付相談 返済相談 合計 

資金項目 面接 電話 
その他 

封書等 
面接 電話 

その他 

封書等 
面接 電話 

その他 

封書等 
 

総合支援資金 ３ ２２ １０ ２ ２ ０ ４ ６ ２８ ７７ 

臨時特例資金 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ 

緊急小口資金 ８ ６４ ２０ １５ ４３ ２１ ０ ８ ３４ ２１３ 

福祉資金（教育

支援資金含む） 
２７ ４０８ ６３ ２７ ７５ ４７ ８ ９１ １２６ ８７２ 

不動産担保 

（要保護含む） 
３ 31 １ ４ ４ ５ ０ １ ２ ５１ 

生活福祉資金 

以外の制度 
８ １,２２２ ６４       １２９４ 

Ｒ７年度合計 ４９ １,７４７ １５８ ４８ １２４ ７３ １２ １０６ １９２ ２,５０９ 

参考）  

Ｒ６年度合計 
９２ １,４９１ ４５６ ４９ ２１０ ３５８ ９ ８２ ３４０ ３,０８７ 

比較増減 ▲４３ ２５６ ▲２９８ ▲１ ▲８６ ▲２８５ ３ ２４ ▲１４８ ▲５７８ 

新規相談 
新規貸付決定件数 

 資金項目 

総合支援資金 ０ 

臨時特例資金 ０ 

 

 

緊急小口資金       ０ 

 

 

福祉資金（教育支援資金含）む） １０ 

不動産担保（要保護含む） ０ 

 生活福祉資金以外の制度 ０ 

合計 １０ 
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月日・場所 内 容 参加人数 

９月２９日（月） 

西区役所 アネックス C 

 

①貸付について 

②食支援について 

③遺品リサイクル「メモリーズ」の活用について

等 

１３名 

 
イ コロナ特例償還対応フォローアップ 

神奈川県社会福祉協議会と連携し、コロナ特例貸付償還者からの問合せ、相談に対応

し、相談機関紹介等、フォローアップ支援を行いました。 

ウ 食料支援 
     区役所生活支援課等と連携し、支援が必要な世帯状況をヒアリングの上、必要に応じ

て窓口にて食料を提供もしくは食支援を行っている団体を紹介しました。  
 

 

 

エ 低所得者援護費の給付 

行路病人に対して援護金を区民児協から経由して給付しました。   

給付件数 内容 金額 

R７年度 １１件 旅費１１件 ３,５００円 

参考）R６年度 １０件 旅費９件、その他１件 ４,４２０円 

比較増△減 △１件  △９２０円 

 

３．移動に課題を抱えた方への支援（移動情報センター事業） 

障害のある方やご家族、支援者等からの移動に関する相談に応じて、サービス事業者や

ボランティア等の紹介・コーディネートを行いました。また、ガイドボランティア事業として、移

動支援に関わるボランティア等の発掘・育成に向けた取り組みを行いました。その他、学校

や関係機関に直接伺い、移動情報センターの制度説明を行ったほか、移動支援に関する事

業所等について情報収集・更新を行いました。また、西区重心ﾈｯﾄで重症心身障害の方の

移動に関するワーキングに参加しタクシー利用に関する課題について他機関と意見交換等

をしました     

（１） 相談対応・情報提供・コーディネート 

ア 障害種別：７０件 

身体 知的 精神 複数障害 難病 その他 

３５件 ２８件 ６件 ０件 ０件 １件 

イ 相談内容： 

通学 通所 
通院等必要 
不可欠な外出 

余暇等社会参加
のための外出 

制度説明 急を要する移動 
 

その他 

１６件 １９件 １４件 １７件 ２件 １件 ２件 

 

ウ調整件数：７７９件 

電話 メール、ＦＡＸ等 来所 訪問 

６７８件 ４５件 ３４件 ２２件 

 

（２） ガイドボランティアの養成およびフォローアップ 

食糧支援団体 件数 

フードバンクかながわ １１件 
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ボランティアによる付添い依頼の相談に対して、登録ガイドボランティアだけでなくボ
ランティアセンターと連携して調整を行いました。コーディネートにおいて、ガイドボラン
ティアと支援対象者との初回顔合わせや初回活動へ同行、活動後の状況確認を行うな
ど、ガイドボランティアが安心して活動ができるよう定着に向けた支援を行いました。 

ア 登録者数： 

支援対象者 ガイドボランティア 

２８名 ３９名 

イ 活動状況 ：【通学】 ５９４件  【通所】 １６８件  【一般】 ７５件  【余暇】 １５７件  

※上記活動状況に含まれない件数として、以下の活動あり 
西区の支援対象者に対する他区のガイドボランティア登録者による活動 

 
ウ 養成講座・交流会の開催 
ガイドボランティアの発掘および活動者のスキルアップを目的とした「障害理解講座」を

開催しました。また、ボランティアの技術向上・モチベーションアップを目的に、ガイドボラン
ティア、ボランティアセンターの登録者、災害ボランティアネットワークなど様々なボランテ
ィア活動者との合同交流会を行いました。 

 

（３） 移動情報センター推進会議等の開催  

月日 内容 人数 

５月１４日（水） ・車いす作成の流れについて。（重心ﾈｯﾄで区の CW より） １６名 

６月１７日（火）  
・令和６年度事業実績報告について 

・令和７年度西区移動情報センター 事業について 
１７名 

７月３１日（木）  ・タクシーワーキング打合せ ５名 

９月１０日（水） ・横浜らいずにて車いす業者「日本ウィールチェアー」意見交換 ５名 

１０月２０日（月） ・横浜医療福祉センター港南と意見交換会 ７名 

１１月１２日（水） ・反町福祉機器支援センター見学・意見交換会 ５名 

２月５日（木） ・タクシーワーキング打合せ ５名 

３月６日（金） ・かながわ福祉移動ネットワーク清水さんとの意見交換会 ６名 

 

 

月日 ・ 場所 内容 参加人数 

１月２９日（木） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

障害理解講座～発達障害について～ 

・発達障害当事者が子ども時代を振り返って当時の気持

ちやしてほしかったことなどを講話。 

・基幹相談支援センター相談員から機関の役割と障害

のある子の進路について講話 

３０名 

３月３日（火） 

西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

「ボランティア交流会」（再掲） 

・西区今昔かるた（藤棚 CP：池田コーディネーター） 

・意見交換・交流会 

１７名 
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４．課題別分科会の推進 （横断的な話し合いの場）       

（１）子ども・子育て支援  

ア 児童福祉関係分科会の開催                  

児童関係団体・施設を中心とした区社協会員の集まりである分科会を開催しました。 

イ 子どもの居場所情報交換会の開催                 

学齢期の子どもの居場所づくりを進める目的で意見交換、居場所情報交換会を開催し
ました。区内で活動する子ども食堂やみんなの食堂、子どもの居場所、学習支援等の各
団体が集い情報交換、意見交換をおこないました。 

 

（２） 障害児・者支援                               

ア 障害福祉関係分科会の開催 

障害児者関係団体・施設を中心とした分科会を開催し、「来て、見て、知って、つながっ
て」をテーマに障害当事者についての理解を深める会を開催。  （p３０ 【Ⅳ‐２‐（１）‐ウ
‐〈課題別〉分科会‐（ウ）】参照） 

イ 障害児・者支援事業への協力 

区内の障害関係施設で構成する「西区地域自立支援協議会」の一員として、代表者会
議（年２回）の他、各種会議等に参加・協力しました。 

 

 

 

 

 

 

（３） 高齢者支援 

地域や関係機関へ広く情報を発信し、相談対応・支援において、区高齢支援担当や地
域包括センター、西区シニアクラブ等と連携して対応しました。 

ア 高齢者福祉関係分科会の開催  

   高齢者関係団体・施設を中心とした分科会を開催。高.齢者が安心して地域で暮ら
し続けられるよう、“早期発見・早期対応”をテーマに、「認知症の支援について話せる場
づくり」、認知症の方にも案内できるツール「認知症になっても行きたい場の情報」につい
て意見を交わし、相互理解を深めました｡（p３０ 【Ⅳ‐２‐（１）‐ウ‐〈課題別〉分科会‐
（エ）】参照） 
イ 「ふれあい会」（西区ふれあい福祉推進事業）の支援  
西区役所から業務を受託し、西区ふれあい福祉推進事業「ふれあい会」（高齢者等見

守り活動）の申請・報告の受付、相談対応、事務説明会を行いました。また、情報交換・
研修会を区域および地区域で開催・協力し、必要に応じて各ふれあい会を訪問し、活動
支援を行いました。  

(ア) 報告・申請書類の受付（年２回） 

報告・申請書類の受付 
令和６年度 下半期報告      ５２団体 （４月） 
令和７年度 申請          ５１団体 （４月） 
令和７年度 上半期報告      ５１団体 （１０月） 

月日 内 容 参加人数 

１２月２日（火） 
近況報告・意見交換・情報提供等 

「居場所での見守り・気づき・つなぎ」について 

１３団体 

１９名 

参加会議名 内  容 

担当者会議 これからの自立支援協議会について 

担当者会議 障害のある方の防災講座～浸水害の備え～ 

代表者会議 今年度活動報告、次年度計画、意見交換等 
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（イ）相談対応 

相談件数 ５９件／年 

（ウ） 事務説明会 

    （エ）ふれあい会情報交換・研修会の実施  
区役所と共催して区域研修を開催しました。また、事業３０年目を記念して、ふれあ

い会全団体に感謝状と記念品を贈呈しました。 

ウ その他 
    広報紙「みみよりひろば」の発行事務を担いしました。（年４回） 

 

Ⅳ 地域から信頼される区社協運営                                      

１．適切な法人運営          

（１） CDA による運営        

ア 法令遵守（compliance）      
コンプライアンス研修や個人情報保護に関する研修を実施し、「個人情報保護法」と「個

人情報の保護に関する規程」に則り、適切な個人情報の管理を行いました。また、日常の
業務点検などを通じて、事務・事業の適正化や事件・事故の未然防止に努めました。 

イ 情報公開（disclosure） 

  「社会福祉法」及び本会「情報公開に関する規程」に則り、適切な情報公開に努めまし
た。（情報公開請求 ：0 件） 

ウ 説明責任（accountability）       

「苦情解決規程」に則り、受付体制を整えています。(受付件数 ：0 件) 

      

（２） 職員の資質向上・社会福祉実習生の受け入れ     

人材育成計画に基づき、法人内及び外部機関の研修等へ積極的に参加し、能力・資

質の向上に努めました。また、当会独自の取り組みとして「非常勤職員対象 記録の書き

方のコツ研修」（９月２９日 講師 レジデンシャル常盤台 施設長 高橋好美氏）、「職員

全体研修 LGBT 相談を通して学ぶ性的少数者の人権」（１０月１６日 横浜市市民局人

権課 担当担当係長 関口 温子氏）を実施しました。 

また、９月１日～１０月２５日に、大学から２名の社会福祉士実習生を受け入れ福祉人

材の育成を行いました。 

 

月日・場所 内 容 参加者 

２月２７日（金） 

区役所会議室 

・令和７年度報告書類について 

・令和８年度申請書類について 

・助成金の使い方 

・報告･申請書類の提出について 

・好事例紹介、あんしんカードの紹介 

・質疑応答 

ふれあい会 ３５名 （２８団体）  

新規立ち上げ検討団体 0 名 

月日・場所 内容 参加者 

１１月１７日（月） 
区役所会議室 

【交流・研修会】 
「音楽療法で健康づくり 
～今を楽しく明日を元気に～」 
講師：音楽療法士 高橋亮太郎氏  

ふれあい会６１名（３４団体）、
地域ケアプラザ生活支援コー
ディネーター３名、区役所、区
社協  
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（３） 事務効率化の促進       

地域の信頼や期待に応えるため、風通しのよい職場づくりをめざして職員の気づきや業

務・事業の効率化・手順の見直しを実践しました。 

 

（４） 区社協活動財源の確保   

会費・賛助会費・共同募金・年末たすけあい募金等、地域の福祉活動を支援するため

の自主財源確保に努めました。また、持続可能な組織運営と財政の健全化に向け、事業

ごとの財源を適切に活用するとともに事業費・事務費の経費削減の徹底を図りました。 

 

（５） 災害時対応体制の構築       

近年頻発している災害に備え、対応マニュアルや非常時使用する物品の確認をしまし

た。 

          

２．事業推進体制の充実 

（１） 理事会・評議員会・部会・分科会・委員会・各種会議の開催  

会員同士の交流や課題検討、助成金審査等のため、各種会議を開催しました。 

ア 理事会・評議員会・監事会 

（ア）理事会                 ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 参加人数 

第１回 

６月６日（金） 

１．令和 6 年度事業報告並びに決算（案）について 

２．監事監査報告について 

３．監事候補者の評議員会への推薦について 

４．次期評議員選任･解任委員の選任について 

５．評議員選任･解任委員会の招集  

並びに評議員選任候補者の推薦について  

６．定時評議員会の招集並びに議題について 

７．顧問について 

８．保有する個人情報の保護に関する規程及び保有する保有個人デ

ータ開示等の請求に関する規程の一部改正について 

理事 ８名 

監事 １名 

第２回 

６月２３日（月） 
１．正副会長の選任について 

理事 １１名 

監事  ３名 

非常勤職員対象「西区社協 記録の書き方のコツ研修」 職員全体研修「LGBT 相談を通して学ぶ性的少数者の人権」 
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第３回 

１１月６日（木） 

１．身寄りのない高齢者等への支援「情報登録事業（仮）」 

入力支援業務の受託について 

２．令和７年度補正予算案について 

３．評議員会の招集並びに議題について 

理事１０名 

監事 ３名 

第４回 

３月９日（月） 

１．令和７年度補正予算案について 

２．令和８年度事業計画案並びに予算案について 

３．本会役員等賠償責任保険契約について 

４．評議員選任･解任委員会の招集  

並びに評議員選任候補者の推薦について  

５．評議員会の招集並びに議題について 

理事１０名 
監事 ２名 

（イ）評議員会                ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月 日 議 題 参加人数 

第１回 

６月２３日（月） 

１．令和 6 年度事業報告並びに決算について 

２．監事監査報告について 

３．理事・監事の選任について 

４．職員就業規程の改正について 

評議員１９名 

監事  １名 

第２回 

１１月２１日（木） 

１．身寄りのない高齢者等への支援「情報登録事業（仮）」 

入力支援業務の受託について 

２．令和７年度補正予算案について 

３．経理規程の一部改正について 

評議員１６名 

 監事  ２名 

第３回 

３月２５日（水） 

１．令和７年度補正予算案について 

２．令和８年度事業計画案並びに予算案について 

３.．理事の選任について 

４．経理規程の一部改正について 

５．区社協会員（民生委員･児童委員）取扱いの変更 

および会員規程の一部改正について 

評議員１４名 

監事  １名 

（ウ）監事会                 ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月日・場所 内容 参加人数 

５月２１日（水） 
西区福祉保健活動拠

点「フクシア」 
令和６年度事業報告・決算（案）について 監事 ２名 

イ 部会  

   理事・監事・評議員選任規程に基づき、次期の理事・評議員を選出するため、選出

母体である各部会を開催し選任候補者の推薦を行いました。（書面開催） 

（ア） A 区分  地域福祉関係団体部会 

（イ） B 区分  当事者団体部会 

（ウ） C 区分  専門機関部会       
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ウ 分科会 

＜合同分科会＞ 

第５期にこまちプラン策定にあたり本会会員の意見を汲み取るために開催しました。

（各課題別分科会の第１回目も兼ねました。）  

月日・場所 内容 参加人数 

６月４日（水） 
西区福祉保健活動拠点 

「フクシア」 

 
・第４期にこまちプランの振り返り 
・第５期にこまちプラン骨子（案）について 

・【グループワーク】次期計画に取り入れたい視点・アイデア」 
 

５５名 

＜種別分科会＞ 

（ア） 民生委員児童委員分科会  ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月日・場所 内容 参加人数 

２月１２日（木） 
西区役所３階 

B 会議室 
西区社会福祉協議会役員及び各種委員等の推薦について １５名 

（イ） 地区社協分科会 

 地区社協会長・副会長、事務局長等、地区社協役員の方が広く出席し、地区社協間
の意見交換･課題検討を行いました。（年８回開催）  

月日 主な議題 参加人数 

４月２４日

（木） 

・地区社協助成金 令和６年度報告・令和７年度申請について 

・【勉強会】 「令和６年度 よこはまの地区社協全体会」視聴 

・区民まつりへの出店意向について 

・令和６年度賛助会費実績について   他 

２５名 

６月２６日

（木） 

・令和６年度区社協事業報告について 

・令和 7 年度合同分科会 報告について 

・区民まつり出店について   他 

２４名 

７月２４日

（木） 

・【勉強会】 「地域活動の仲間をふやすために」  

・地区社協ヒアリングより 

・区民まつり出店について 

・「地区社協ニュースページ」への掲載について 

・令和７年度共同募金運動について   他 

２４名 

９月２５日

（木） 

・【勉強会】 「制度で解決できないニーズへの対応」  

～ お互い様の助け合い 

・区民まつりブース企画について 

・令和７年度共同募金運動について   

・各種講座・研修紹介   他 

２５名 

１０月２３日

（木） 

・小地域活動応援金について（意見交換） 

・課題別分科会報告について 

・令和７年度 年末たすけあい助成金について 

・区民まつりについて 

・社会福祉実習生の発表   他 

２６名 

１１月２７日

（木） 

・【勉強会】「若い世代と地区社協が関わる取組み」について 

・区民まつりについて【ふりかえり】 

・区社協会員全体研修 報告   他 

２４名 
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１月２２日

（木） 

・理事・評議員・監事候補者の推薦について 

・次年度地区社協分科会 予定について  

・「第５期にこまちプラン紹介パネルについて 

・にこまちフォーラムについて   他 

２１名 

３月１２日

（木） 

・次年度西区社協事業計画について 

・地区社協助成金 R７精算／R８申請について 

・「よこはまの地区社協活動」リーフレットについて   他 

２３名 

（ウ） 自治会・町内会分科会      ※すべての議題等について承認、または確認されました。 

月日・場所 内容 参加人数 

４月１８日（月） 
西区役所３階 
AB 会議室 

西区社会福祉協議会理事及び各種委員の選任について １１名 

＜課題別分科会＞  

（ア） ボランティア・市民活動分科会  

第４期西区地域福祉保健計画における令和７年度の取組テーマ 

≪仲間づくり・つながりづくり≫各団体の取組や工夫を共有し、活動の礎となる担い手

の拡充を図る 

月日 議 題 参加人数 

６月４日（水） 

・第５期にこまちプラン骨子の確認・意見交換（p２８「合同分科

会」参照） 

・次回以降の課題別分科会取り組み内容について 

５５名 

９月１日（月） 

・第１回ボランティア・市民活動分科会の振り返り 

・誰かの“やりづらさ”に気づくって？ 

〜やさしい関わりのヒント〜 

・市福祉ボランティア・市民活動部会報告 

１８名 

２月１６日（月） 

・「支援する・される」を超えた協働のかたち 

― 障害のある人も関わるボランティア活動の事例から ― 

・グループワーク 

・情報共有 

・市福祉ボランティア・市民活動部会報告 

１１名 

（イ） 児童福祉関係分科会 

月日 議 題 参加人数 

６月４日（水） 

・第５期にこまちプラン骨子の確認・意見交換（p２８「合同分科

会」参照） 

・次回以降の課題別分科会取り組み内容について 

５５名 

８月２６日（火） 

・講義『人と人とのつながりを意図して育てる 

 ～教育と地域の活性化に欠かせない関係づくり～ 

 講師：株式会社 MOANAVI 代表取締役 

     前西区 PTA 連絡協議会会長 

     元公立小学校教員 西田 俊章氏 

１７名 

２月２８日（金） 
・今年度の振り返り 

・グループディスカッション・意見交換 
１５名 
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（ウ） 障害福祉関係分科会 

第４期西区地域福祉保健計画における令和 7 年度の取組テーマ 

≪来て、見て、知って、つながって≫その人の特性や個性を理解し、地域で生活する

住民としてつながる機会・関わりの機会を広げる。 

月日 議 題 参加人数 

 ６月４日（水） 

・第５期にこまちプラン骨子の確認・意見交換（p２８「合同分科

会」参照） 

・次回以降の課題別分科会取り組み内容について 

５５名 

８月２１日（木） 

「福祉のフィールドで働く方の話を聞く～それぞれのストーリ

ー」 

①西区地域活動ホーム（職員） 

②生活支援センター西 （ぴあスタッフ） 

・グループワーク 

・質疑応答 

20 名 

３月３日（火） 

「障害のある方の暮らしについて考えよう」 

①西区障害者生活体験事業について 

～事業について・体験者インタビュー～ 

（生活支援センター西・事業体験者） 

②自立生活アシスタントについて（横浜障がい相談システム 

ねくさす） 

・質疑応答 

 ・グループワーク 

１９名 

（エ） 高齢者福祉関係分科会 

第４期西区地域福祉保健計画における高齢者福祉関係分科会の取組テーマ 

≪見守り・つながり～早期発見・早期対応～≫「認知症の方の支援方法について話

せる場づくり」「認知症の方にも案内できる情報」 

月日 議 題 参加人数 

６月４日（水） 

・第５期にこまちプラン骨子の確認・意見交換（p２８「合同分科

会」参照） 

・次回以降の課題別分科会取り組み内容について 

５５名 

８月２７日(火) 

・取組Ⅰ-4）「マンション住民･管理組合等との意見交換の開

催」 関連取組（１層協議体）の報告 

・取組紹介 「区内に新たにＯＰＥＮした認知症カフェ」 

「他区の取組／福祉施設の休憩所 他」 

・トークタイム 

「認知症になっても行きたい場所」 

・情報交換 

２６名 

３月５日(木) 

・取組Ⅰ-4）「マンション住民･管理組合等との意見交換の開

催」 関連取組（１層協議体）の報告 

・取組紹介 「チームオレンジ」「第 5 期にこまちプラン」 

・トークタイム 

「認知症になっても行きたい場所」Ｖｏｌ２ 

・情報交換 

２４名 

エ 委員会 

（ア） 企画委員会 今年度の開催はありませんでした。 

（イ） 社会福祉功労者表彰審査会  
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月日 議 題 結果 参加人数 

１１月２５日

（火） 
第 44 回 西区社会福祉功労者被推薦者の審査について 

承認 

された 
５名 

（ウ） 助成金等審査委員会   

月日 議 題 結果 参加人数 

５月２３日（金） 
・令和６年度 西区社協ふれあい助成金配分結果について 

・令和７年度 西区社協ふれあい助成金交付審査について 

全  
て  
承 
認 
さ  
れ 
た 

７名 

１１月２０日

（水） 

・令和７年度 第１回助成金等審査委員会 報告について 

・令和６年度 年末たすけあい募金助成の審査について 

・令和７年度 年末たすけあい募金地区社協助成について 

８名 

（エ） にこまち助成金審査委員会  

月日 議 題 結果 参加人数 

６月２０日（金） 
・令和６年度の助成実績について 

・令和７年度第２回受付分の審査について 

  ヒアリング参加団体（５万円を超える申請）：５件 
全 

て 

承 

認  

さ  

れ 

た 

審査委員 

７名 

申請団体 

５団体８名 

１０月３１日

（金） 

・令和７年度にこまち助成金  第３回受付分の審査について 

  ヒアリング参加団体（５万円を超える申請）：４件（３団体）  

・令和８年度にこまち助成金について 

審査委員 

７名 

申請団体 

５団体９名 

３月３０日（月） 

・令和７年度配分事業の報告 

・令和８年度第１回受付分の審査について 

  ヒアリング参加団体（5 万円を超える申請）：８件 

審査委員 

７名 

申請団体 

８団体１５名 

（オ） 評議員選任・解任委員会 

月日 議 題 結果 参加者 

第１回 

６月６日（水） 
評議員候補者（２３名）の選任について 

全  
て  
承  
認  
さ   
れ  
た  

２名 

第２回 

３月１１日（水） 
評議員候補者（５名）の選任について 

書面 

開催 

（カ） 業者選定委員会 今年度の開催はありませんでした。 

 

（２） 区社協会員・賛助会費の充実        

ア 正会員                          イ 正会員 

社会福祉施設 ３５件 
 

法人･団体 ７５件 

民生委員児童委員 １２４件 個  人 ８７件 
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ウ 会員の拡充 

区社協の持つネットワークを広げ、地域における活動支援をより積極的に進めるため、

会員拡充を図りました。 

 

３．拠点の管理・運営  

指定管理者として、「地域における市民の自主的な福祉保健活動のための場」として多くの

方に快適に利用いただけるよう運営を行いました。 

（１）施設の適正な管理 

ア 登録状況 

    ア）利用登録団体   ２５４団体   

ボランティア・市民活動団体 障害児者等当事者団体 
その他 

（地域団体､福祉保健職域団体） 

８８団体 ５４団体 １１２団体 
 

＊メールボックス使用団体 ： ２６団体 （２４個中） ＊ロッカー使用団体 ： ５３団体 （５４個中) 

イ） 利用状況 
部屋名 利用件数・利用率  

 R７年度 R６年度 比較増減 

団体交流室 ７５２件 ６０．２％ ７９０件 ６４．０％ △３８件 

多目的研修室 ７９２件 ７８．４％ ８１０件 ８０．１％ △１８件 

点字製作室 ５０７件 ５０．２％ ４９７件 ４９．２％ １０件 

録 音 室 ２５件 ２．５％ ８９件 ８．８％ △６４件 

対面朗読室・編集室 ５８９件 ５８．３％ ５９６件 ５９．０％ △７件 

全  体 ２,６６５件 ４９．９％ ２,７８２件 ５２．２％ △１１７件 

イ 利用調整会議の開催・利用者満足度調査の実施 

利用登録団体の情報交換や、利用にあたっての注意事項の伝達を目的として開催しま

した。また、団体が活動紹介する時間を設け、利用登録団体同士のつながりを作ることが

できました。 
 

 

 

 

 

ウ ご意見箱の設置 

地区社会福祉協議会 ６件 賛助会員合計   １５６件 

地区連合自治会・町内会 ６件 
賛助会費合計

② 

法人･団体 ３７１,０００円 

個  人   １９１,０００円 

＝ ５６２,０００円 

自治会町内会 ９２件 

障害者団体等当事者団体 １２件 

ボランティア・市民活動団体 １６件 

地域福祉関係団体 １８件 

行政機関 ４件 

学識経験者 １件 

正会員合計 ３１０件 

正会員会費合計① １,０４２,５００円  会費合計 ① + ②  1,６０４,５００円 

月日・場所 内 容 参加者数 

２月１３日（金） 

西区福祉保健活動拠点 
フクシア 

・事務連絡（拠点利用方法について等） 

・登録団体の情報交換 

・ロッカー・メールボックスの抽選 

３１団体 ３３名 
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団体交流室に市社協のシステムである「ご意見箱」を設置。いただいたご意見は運営改

善に反映しています。   ご意見箱への意見 ： ０件 
 

（２） 個別専門相談「よこはま LGBT 相談」の共催 

横浜市市民局人権課および特定非営利活動法人 SHIP と連携した相談会を定期的に

実施、性的少数者支援を行いました。 相談日： 毎月２回（月曜日夜間・木曜日午後）  

 

（３） ひとり親世帯対象「学習支援事業」の共催 

横浜市社会福祉協議会の「ヨコ寄付」推進事業と連携し、ひとり親世帯の高校生を対象

とした高等教育進学に向けた学習支援を行いました。 実施日： 毎週１回（木曜日夜間）  

 

４．ボランティア等の地域福祉保健活動に関する相談および育成  

福祉保健活動拠点の利用団体に対して、ボランティアに関する相談やボランティア 講座や

助成金制度の案内等を通じて活動の発展・啓発を図りました。また、フードドライブや善意銀

行への寄付物品について、活動の一助としてもらうため、必要とする団体に適宜アナウンス・

配分しました。 

 

５．災害への備え         

（１） 災害ボランティアセンターの運営  

戸部公園および区庁舎アネックス棟で災害ボランティアセンター設営訓練を行いました。

（１２月１９日（金）実施））。区役所総務課、こども家庭支援課に加え、今年度は当会会長、

西区災害ボランティアネットワークのメンバーと共に発災時の流れや動きを確認しました。 

また、みなとみらい秋まつりに出展し、みなとみらい防災減災コミュニティや民生委員と協

働して地域住民への周知活動を行いました。（１０月５日（日）実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 小災害見舞等の支援  

区内で小災害（台風、火事等）に被災された世帯に対し小災害見舞金を交付しました。 

災害発生日 件数・内容 金額 

９月１１日（木） 火災 ２件 ２０，０００円 

１月２８日（水） 火災 １件 １０，０００円 

R７年度 合計 火災 ３件 ３０，０００円 

設置訓練 周知活動 



34 
 

   

参考） R６年度 合計 火災 １２件 １５０，０００円 

比較増△減    ９件減 １２０，０００円 

 

Ⅴ 積極的な発信・啓発と福祉団体との連携・協働                                                 

１．広報紙の発行・ホームページの活用            

（１） 広報紙「もくせい」の発行  

区社協のＰＲや地域の福祉活動の紹介、ボランティア関係情報の提供を

通じて、区民に福祉への理解を深めてもらうことを目的として８月発行号

はタウンニュース紙面に掲載、また３月発行号は広報サービス「チラッシュ」

を活用し新聞折り込みにて配架しました。 

【配布方法】 

１） 主要新聞７紙折り込みにて各戸へお届け 

２） タウンニュース社より西区内施設等に配布・配架（８月発行号のみ） 

３） 本会より西区社協会員、区内施設等に配布・配架依頼 

４） 本会より賛助会員、善意銀行寄付者・団体に配布（３月発行号のみ） 

 

発行月 内 容 発行部数 

８月 

（第９０号） 

・ボランティアセンターなど区社協事業の紹介 

・社協からのお知らせ（各種講座・イベント情報等） 
５９，６００部 

３月 

（第９１号） 

・第 5 期にこまちプランの紹介 

・ボランティア保険のお知らせ 

・その他：賛助会員・善意銀行、赤い羽根共同募金のお礼 

１６，６００部 

 

（２） ホームページの活用    

区社協事業のＰＲやボランティア講座周知、地区社協の活動紹介などを随時更新しまし

た。 

西区社協ホームページ（https://www.yoko-nishishakyo.jp/） 

R７年度更新回数 ５７回 

        

２．福祉関係団体への運営協力・支援 

次の福祉関係団体と連携及び運営支援を行いました。 

（１） 社会福祉法人神奈川県共同募金会横浜市西区支会      

（２） 日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部西区地区委員会     

（３） 西保護司会 

（４） 西区更生保護女性会 

（５） 西区遺族会   



35



36



37



令和7年度　善意銀行等　寄託者一覧　（敬称略） 【別表 ４】

(単位：円）

№ 受領年月日 寄附者 寄附金額 配分先

1 R7.5.21 匿名 1,200 社会福祉一般

2 R7.8.18 認定NPO法人　ジャパン・カインドネス協会 1,402 社会福祉一般

3 R7.10.17 野﨑禮子 5,000 障害福祉

4 R7.10.28 布おもちゃの会 23,612 社会福祉一般

5 R7.11.17 Ｂｏｄｙ Care　raraone 5,020 社会福祉一般

6 R7.11.18 匿名 10,000,000 福祉基金

7 R7.12.17 西区シニアクラブ連合会　女性部会 10,000 社会福祉一般

8 R8.1.15 令和8年西区消防出初式実行委員会 302 社会福祉一般

9 R8.2.24 認定NPO法人　ジャパン・カインドネス協会 1,768 社会福祉一般

10 R8.3.23 平沼第一高架橋道路対策委員会 50,000 社会福祉一般

合　　　計 10,098,304

【寄託品】

№ 受領年月日 寄附者 寄附物品 配分先

1 R7.10.20 匿名 布製手提げ 区民利用施設

【寄託金】
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